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２つの新聞記事の構造的読みとり 
 
はじめに 
 2011 年 12 月のゼミ宿題において、新聞記事の構造的読みとりを行った。具体的には、2
つの追悼記事を比較した。天野道映の「天に伸びる声 酔いしれた 中村富十郎さんを悼

む」（朝日新聞 2011 年 1 月 8 日（土）付）。そして、中村哲郎の「王道一筋 女形極める 中

村芝翫を悼む」（朝日新聞 2011 年 10 月 12 日（水）付）である。 
以下で、文章の構造的読みとりの注意点を示した。あわせて実際に 2 つの記事の構造分

析の結果も記した。これにより、この宿題にどう解答すべきかの一例とする。ゼミ生の現

状では、この程度の量の文章を読み込み、評価するにも困難がある。このことをよくよく

胸に納め、以下の内容を咀嚼するようにしてほしい。 
 

１．構造とは何か 
 ここで構造とは何かを問うことは、今回の課題に即していえば、問題をよくつかむ、題

意をつかむことである。それはともかく、文章の構造をつかむには、次の 2 つのことがポ

イントになる。 
（１）基本構成単位に分ける 
 どのような単位をもって基本構成単位とするか。最小単位と基本単位は重なる場合もあ

れば、重ならない場合もある。最小単位と基本構成単位を区分することが必要である。 
この場合、基本構成単位は、課題文の長さと内容からすると、 

① 段落では適切でない 
② 段落をいくつかまとめた大項目が適切である 
ただし、大項目もむろん小項目としての段落と関係は持つ。いずれにせよ、追悼文の

内容の柱となるべき単位部分があてはまることになる。 
 

（２）全体と部分の関係をつかむ 
 上のことからいえば、大項目と小項目の関係をつかむことといってもよい。 
 
２．読みとりの注意点 
 ここでの注意点とは、構造分析を意識して課題文をどう読みとるかということに関する

注意点である。 
（１）基本構成単位をどこに置くか 
 上のとおり、最小単位と基本構成単位の違いに注意することが大事である。 
 
（２）基本構成単位はどのように展開され、また全体論旨とどうかかわるかを見きわめる 
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（３）全体と部分の関係を把握する 
全体と部分の関係を把握するとは、言い換えれば、全体論旨の展開という観点から、全

体論旨と基本構成単位の関係や、柱の展開の仕方、大項目と小項目の関連などを見きわめ

ることである。 
 

（４）文章は全体の流れや論旨に即して読みとる 
個々の部分や表面的な記述に目がいったり、惑わされたりしてはならない。 

 
（５）論としてのストーリー展開がどこまであるか 
 これは文章評価の基本の一つである。論としてのストーリー展開というからには、羅列

的な記述であってはならない。 
 
（６）テーマと結論や基調が一直線で結びつくか 
 
 
３．2 つの記事に関する見出し付けによる構造分析 
別紙 

 
 
４．評価 
 文章としての評価は、天野道映追悼文の方が高くなる。 
 
＜理由＞ 
  ① 構造が明確である 
    この意味は、全体と部分に緊密な関連があり、個々のエピソードは羅列的でない

ということである。 
  ② 一貫した主張なりメッセージがある 
    「声のよさ」、「声の力」 
  ③ 主張、メッセージに基づき、具体的な展開がなされている 
  ④ 結論が腑に落ちる 
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別紙１ 
天野道映  天に伸びる声 酔いしれた 中村富十郎さんを悼む 

 
 
１．導入 
故人評価の着眼点、「朗々たるせりふ」 

 
 
２．キャリア紹介から特質へ 
（１）キャリア紹介 
 
（２）特質と美点 
 
（３）型を守る 
 
（４）名優の面影を彷彿とさせる 
 
（５）正統的な歌舞伎の継承者 
 
 
３．型から個性へ 
（１）独自色への旅立ち 
 
（２）事例１ 
 
（３）事例 2 
 
（４）天に伸びる声 
   「音声のすばらしさ」 
   「荒事などの高く張る声」 
   「真っすぐ天に伸びていくかと思われた」 
 
（５）歌舞伎における声の力 
   「声そのものの力」 
   「豊かな声に理性も感情も抱き締められる」 
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別紙２ 
中村哲郎  王道一筋 女形極める 中村芝翫を悼む 

 
 
１．導入 
 
 
２．実績と紹介 
（１）長い雌伏と遅咲き 
 
（２）古典の基礎の蓄積 
 
（３）名人の予言的中 
 
（４）芝翫の美質 
 
（５）舞踊技術の高みと冴え（事例１） 
 
（６）合理的認識（事例 2） 
 
（７）現代的感覚の持ち主（事例 3） 
 
（８）持ち役の広がり（事例 4） 
 
（９）円熟の境地 
 
 
３．結語 
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